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ガ
ジ
ェ
ッ
ト
（
便

利
な
小
道
具
・
電

子
機
器
）好
き
で
、

い
ろ
い
ろ
使
っ
て

き
た
が
、
手
帳
は

紙
派
だ
。
ス
マ
ホ

ア
プ
リ
も
試
し
て

み
た
が
、
デ
ジ
タ
ル
表
示
が
無

機
質
に
感
じ
て
合
わ
な
か
っ

た
。
自
分
の
手
で
書
い
た
予
定

に
は
、
想
い
が
こ
も
る
よ
う
な

気
が
す
る
の
だ
▼
今
年
も
残
す

と
こ
ろ
３
カ
月
を
切
っ
た
。
い

つ
も
使
っ
て
い
る
手
帳
の
２
０

２
３
年
版
を
発
売
と
同
時
に
購

入
し
、
す
で
に
押
さ
え
た
予
定

を
転
記
し
た
。
い
つ
も
新
し
い

手
帳
の
使
い
始
め
は
、
何
か
が

始
ま
る
よ
う
な
高
揚
感
が
あ
っ

た
の
に
、
な
ぜ
か
今
年
は
、
こ

の
手
帳
を
無
事
に
使
い
き
れ
る

よ
う
に
と
願
っ
て
い
た
▼
２
０

２
３
年
も
や
り
た
い
こ
と
、
す

べ
き
こ
と
が
山
積
み
だ
。
組
合

活
動
で
は
、
様
々
な
課
題
に
対

応
す
る
た
め
に
、
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
趣
味
の
音
楽
も
、
上

達
の
道
半
ば
で
逝
っ
た
仲
間
の

想
い
を
継
い
で
い
こ
う
と
決
め

た
。
年
と
と
も
に
実
感
す
る
衰

え
に
抗
い
つ
つ
、
想
い
を
こ
め

て
予
定
を
記
し
て
い
こ
う
。

23日　人権啓発研究第43回兵庫県集会（のじぎく会館）
26日　連合兵庫第32回地方委員会

（メリケンパークオリエンタルホテル）
１日　県本部労働学校実践編（ひょうご共済会館）
２日　近畿地連定期総会（リーガロイヤル京都）
４日　青年女性秋季闘争勝利決起集会（長田区文化センター）
４日　2022確定闘争勝利！県本部決起集会

（長田区文化センター別館ピフレホール）

当面の日程

大  植　賢（豊岡市職労）

登り続けるしかない･･･

　

県
本
部
は
10
月
１
日
に
舞
子
ビ
ラ
神
戸
で
、
来
賓
制
限
な
ど
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を

講
じ
、
第
73
回
定
期
大
会
を
開
催
し
た
。
大
会
へ
は
１
５
６
人
の
代
議
員
が
出
席
。
明
石
ア

ス
ベ
ス
ト
裁
判
闘
争
最
高
裁
上
告
の
経
過
や
定
年
引
き
上
げ
の
交
渉
状
況
、
政
治
闘
争
の
強

化
、
未
加
入
者
対
策
や
組
織
強
化
に
向
け
て
15
人
の
代
議
員
が
討
論
に
参
加
。
来
年
４
月
の

統
一
自
治
体
選
挙
を
は
じ
め
各
種
選
挙
闘
争
で
は
、
推
薦
予
定
候
補
の
勝
利
を
め
ざ
す
こ
と

な
ど
、
２
０
２
３
運
動
方
針
を
は
じ
め
議
案
は
全
て
満
場
一
致
で
可
決
し
た
。

　

大
会
議
長
に
兵
庫
県
職
労
の

土
取
節
夫
代
議
員
と
丹
波
篠
山

市
職
労
の
富
田
真
也
代
議
員
を

選
出
し
議
事
を
進
め
た
。

　

山
下
忠
之
県
本
部
委
員
長
が

主
催
者
を
代
表
し
あ
い
さ
つ
を

行
っ
た
の
ち
、
自
治
労
本
部
の

青
木
真
理
子
副
委
員
長
を
は
じ

め
７
人
の
来
賓
よ
り
祝
辞
が
述

べ
ら
れ
た
。

　

経
過
報
告
に
関
し
て
は
、
参

議
院
選
挙
に
お
け
る
単
組
で
の

取
り
組
み
状
況
、
明
石
ア
ス
ベ

ス
ト
裁
判
闘
争
の
経
過
、
定
年

引
き
上
げ
に
お
け
る
条
例
制
定

で
の
取
り
組
み
と
課
題
な
ど
、

３
人
が
発
言
。

　

ま
た
方
針
で
は
、
会
計
年
度

任
用
職
員
の
更
な
る
処
遇
改

善
、
介
護
職
員
の
組
織
化
、
当

面
す
る
地
方
選
挙
な
ど
政
治
闘

争
の
強
化
、
組
織
強
化
と
未
加

入
者
対
策
の
課
題
な
ど
、
12
人

が
発
言
し
た
。（
各
代
議
員
か

ら
の
発
言
内
容
に
つ
い
て
は
２

面
に
掲
載
）

　

大
会
の
最
後
に
山
下
委
員
長

は
「
統
一
闘
争
に
結
集
し
、
情

報
交
換
し
な
が
ら
取
り
組
む
大

切
さ
。
組
合
の
力
だ
け
で
前
に

進
ま
な
い
時
に
政
治
の
力
の
必

要
性
。
組
織
強
化
拡
大
に
は
、

現
場
の
声
を
拾
い
、
隣
の
仲
間

を
大
切
に
し
な
が
ら
組
合
に
結

集
す
る
呼
び
か
け
を
み
ん
な
が

意
思
統
一
し
て
、
一
歩
前
に
出

て
取
り
組
む
こ
と
が
語
ら
れ

た
。
出
さ
れ
た
発
言
を
全
体
で

学
び
、１
年
間
を
取
り
組
も
う
。

そ
し
て
当
面
す
る
統
一
闘
争
の

課
題
前
進
に
向
け
、
県
本
部
に

結
集
す
る
全
単
組
は
一
致
団
結

し
て
が
ん
ば
ろ
う
」と
総
括
し
、

大
会
を
終
了
し
た
。

　

今
回
の
大
会
で
は
、
青
木

真
理
子
自
治
労
本
部
副
委
員

長（
写
真
①
）、
鬼
木
ま
こ
と
参

議
院
議
員（
写
真
②
）、
岸
ま
き

こ
参
議
院
議
員
、（
写
真
③
）、

福
永
明
連
合
兵
庫
会
長（
写
真

④
）、
小
橋
浩
一
兵
庫
県
総
務
部

長（
写
真
⑤
）、
今
西
正
男
神
戸

市
副
市
長（
写
真
⑥
）、
政
党
を

代
表
し
て
立
憲
民
主
党
の
井
坂

信
彦
兵
庫
県
連
代
表（
写
真
⑦
）

よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

う
。
県
本
部
執
行
部
の
決
意
を

申
し
上
げ
て
、
執
行
部
を
代
表

し
て
の
あ
い
さ
つ
と
す
る
。

組
運
動
の
到
達
点
で
あ
り
、
運

動
を
支
え
る
の
は
組
織
力
量
。

「
組
織
は
人
な
り
」「
数
は
力
」

だ
。
組
合
員
が
集
ま
り
、
と
も

に
活
動
を
積
み
重
ね
て
絆
を
深

め
る
こ
と
か
ら
始
め
る
し
か
な

い
。
県
本
部
も
、
単
組
役
員
が

一
歩
前
に
踏
み
出
せ
る
体
制
構

築
を
進
め
、
単
組
の
関
係
を
よ

り
近
い
も
の
に
し
て
い
く
。

　

働
く
人
を
守
る
と
い
う
当
た

り
前
の
運
動
と
支
え
る
組
織
の

バ
ト
ン
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
取

り
組
み
を
全
単
組
で
進
め
よ

企
闘
争
と
確
定
闘
争
。
現
業
公

企
闘
争
で
は
、
持
続
す
る
市
民

サ
ー
ビ
ス
確
立
へ
人
員
確
保
と

直
営
堅
持
を
め
ざ
し
、
確
定
闘

争
で
は
物
価
高
騰
へ
の
暮
ら
し

を
守
る
視
点
か
ら
、
全
体
の
賃

金
改
善
や
一
時
金
一
律
０
・
1

月
引
き
上
げ
な
ど
取
り
組
み
を

強
化
し
よ
う
。

　

３
点
目
は
単
組
の
強
化
拡

大
。
運
動
の
根
幹
で
あ
り
、
未

来
が
か
か
る
重
要
な
課
題
。
組

合
間
で
労
働
条
件
の
差
が
広

が
っ
て
い
る
。
労
働
条
件
は
単

　

７
月
の
参
議
院
選
挙
で
は
、

鬼
木
ま
こ
と
さ
ん
が
当
選
を
果

た
せ
た
。
政
治
闘
争
の
前
進
は

日
頃
の
組
合
活
動
で
の
信
頼
の

上
に
あ
る
こ
と
を
意
識
し
、
来

年
の
統
一
自
治
体
選
挙
で
、
仲

間
と
な
る
議
員
を
増
や
そ
う
。

　

２
点
目
は
直
面
す
る
現
業
公

県本部第73回定期大会

満
場
一
致
で
運
動
方
針
を
可
決

当
面
す
る
諸
課
題
の
前
進
を
め
ざ
す

来
賓
７
人
よ
り
祝
辞

●①●②●③

●④●⑤●⑥●⑦

山下委員長あいさつ要旨

労働条件は運動の到達点
次世代につなぐ取り組みを

全ての議案は代議員全員の賛成で可決された
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尾西書記長

戎副委員長

　

定
年
延
長
に
係
る
役
職
定
年

に
つ
い
て
、
組
合
員
の
範
囲
を

確
保
し
改
善
に
つ
な
げ
る
よ
う

進
め
る
。
課
長
級
以
上
は
、
組

合
員
の
範
囲
で
あ
る
４
級
で
運

用
を
め
ざ
す
こ
と
が
必
要
。
ま

た
、
ラ
イ
ン
職
を
停
滞
さ
せ
な

い
よ
う
定
年
延
長
者
に
対
し
、

新
た
な
職
名
な
ど
労
使
協
議
が

必
要
。
高
齢
者
部
分
休
業
制
度

の
条
例
化
で
は
制
度
が
取
得
し

や
す
い
よ
う
柔
軟
な
人
員
配
置

を
追
求
し
て
も
ら
い
た
い
。
た

だ
、
現
業
職
場
に
お
い
て
は
定

数
が
問
題
と
な
る
た
め
欠
員
と

な
る
部
分
を
ど
う
す
る
の
か
、

労
使
で
の
交
渉
が
必
要
。

　

県
本
部
予
算
の
支
出
と
情
報

提
供
に
つ
い
て
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
会

議
利
用
等
で
さ
ら
に
支
出
を
抑

え
る
。
情
報
発
信
は
、
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
を
一
新
し
、
単
組
・
組

合
員
と
繋
が
る
よ
う
整
備
し
て

い
き
た
い
。

　

組
合
員
と
非
組
合
員
の
差
を

ど
う
つ
け
る
の
か
。
組
合
が
獲

得
し
た
も
の
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

加
入
し
て
い
な
い
こ
と
が
恥
ず

か
し
い
と
の
思
い
に
さ
せ
て
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

会
計
年
度
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
基
本
組
織
と
一
緒
に
交

渉
に
臨
み
、
取
り
組
み
を
さ
ら

に
前
進
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

勤
勉
手
当
の
取
り
扱
い
は
、
年

収
ベ
ー
ス
を
確
保
す
る
取
り
組

み
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

　

国
保
労
組
の
課
題
は
、
組
織

内
議
員
を
活
用
し
た
取
り
組
み

を
進
め
る
。

　

組
合
員
減
少
に
対
す
る
前
向

き
な
取
り
組
み
報
告
。
こ
の
取

り
組
み
に
学
び
た
い
。

　

尼
崎
競
艇
労
組
よ
り
一
時
金

闘
争
の
粘
り
強
い
取
り
組
み
。

一
つ
で
も
多
く
の
改
善
に
向
け

て
の
引
き
続
き
取
り
組
み
を
。

　

学
童
支
援
員
の
人
員
不
足
に

つ
い
て
は
変
則
勤
務
な
ど
研
究

が
必
要
。

　

福
祉
職
場
の
厳
し
い
状
況
に

つ
い
て
交
渉
支
援
を
含
め
、
情

報
発
信
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

10
月
の
加
東
市
議
選
、
来
年

の
統
一
自
治
体
選
挙
は
各
組
織

内
候
補
の
圧
倒
的
な
勝
利
を
め

ざ
す
。
最
後
ま
で
の
支
援
を
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
公
務
災
害
認
定

闘
争
は
４
年
近
く
の
闘
争
と

な
っ
た
。
大
阪
高
裁
で
不
当
判

決
。
判
例
が
今
後
に
大
き
な
影

梅垣副委員長

松本執行委員

闘
争
へ
の
協
力
に
感
謝

明　

石  　
　
　
　
　

市
職
労  

大
岡
代
議
員

１
０
０
人
の

１
歩
を
実
感

し
自
信
に
つ

な
が
っ
た
。

　

公
務
労
働
者
の
賃
金
は
法

律・
条
例
で
決
ま
る
。
そ
の
た
め

政
治
活
動
は
極
め
て
重
要
。
参

議
院
選
挙
の
個
人
演
説
会
へ
の

呼
び
か
け
を
、
各
執
行
委
員
が

１
人
声
掛
け
を
決
め
て
取
り
組

ん
だ
。
不
安
だ
っ
た
が
、
多
く

の
仲
間
の
参
加
と
い
う
成
果
に

政
治
闘
争
で
組
織
強
化

豊　

岡  　
　
　
　
　

市
職
労  

藤
原
代
議
員

響
を
与
え
る

こ
と
を
考
慮

し
て
最
高
裁

へ
上
告
し
た

が
、
９
月
に
最
高
裁
は
棄
却
の

判
断
。
引
き
続
き
、
遺
族
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
。
こ
れ
ま
で
支
援

を
も
ら
っ
た
県
本
部
・
各
単
組

へ
感
謝
す
る
。

運
用
面
の
課
題
解
消
に
向
け

県
職
労  

小
林
代
議
員

　

定
年
引
き
上
げ
は
、
現
場
の
関

心
が
高
い
。
早
期
に
協
議
し
、
９

月
議
会
で
条
例
化
。
組
合
員
か
ら

60
歳
以
降
の
働
き
方
に
つ
い
て
多

く
の
不
安
が
出
さ
れ
、
行
革
で
定

数
３
割
削
減
さ
れ
た
職
場
の
厳
し

さ
が
、
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
運

用
面
の
課
題

解
消
に
向
け
、

取
り
組
ん
で

い
く
。

定
年
引
き
上
げ
の
課
題

尼　

崎  　
　
　
　
　

市
職
労  

玉
城
代
議
員

　

定
年
引
き

上
げ
に
お
け

る
役
職
定
年

の
配
置
、
高

齢
者
部
分
休
業
制
度
に
お
け
る

定
数
の
取
り
扱
い
、
55
歳
昇
給

停
止
の
課
題
も
含
め
、
組
織
力
の

維
持
が
課
題
。
こ
れ
ら
課
題
に
つ

い
て
単
組
で
は
限
界
が
あ
る
。
規

則
改
正
を
含
め
た
中
央
へ
の
働
き

か
け
が
必
要
。県
本
部
の
見
解
を
。

情
報
発
信
の
強
化
を

宝　

塚  　
　
　
　
　

市
職
労  

江
田
代
議
員

　

組
合
員
が

県
本
部
活
動

を
実
感
で
き

る
よ
う
情
報

発
信
を
増
や
し
て
も
ら
い
た
い
。

負
担
金
に
つ
い
て
、
節
約
で
き

る
部
分
が
な
い
か
検
討
を
。
組

合
員
減
少
の
歯
止
め
に
非
組
合

員
と
の
差
別
化
に
対
し
て
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
い
た
い
。
統
一
自

治
体
選
で
の
橋
本
成
年
、
梶
川

美
佐
男
に
ご
支
援
を
。

交
渉
力
強
化
の
成
果

加　
　
　

西  　
　
　
　
　

ク
ロー
バー
労
組  

古
角
代
議
員

　

コ
ロ
ナ
に

よ
る
保
育
幼

稚
園
等
に
対

す
る
処
遇
改

善
交
付
金
で
交
渉
。
多
く
の
職
種

で
２
号
～
４
号
引
き
上
げ
を
勝
ち

国
政
へ
現
場
の
声
を
届
け
る

国
保
労
組  

麻
生
代
議
員

　

診
療
報
酬
の
支
払
い
機
関
が

国
保
連
合
会
と
社
会
保
険
。
こ

取
っ
た
。
基
本
組
織
の
協
力
と
組

織
統
合
に
よ
る
交
渉
力
強
化
の
結

果
。
一
時
金
闘
争
で
は
勤
勉
手
当

引
き
上
げ
相
当
分
の
支
給
を
追

求
し
交
渉
を
強
化
す
る
。

統
一
闘
争
に
結
集
し
前
進
を

神
河
町
職  

槇
代
議
員

　

統
一
自
治

体
選
、
地
域

や
働
く
も
の

が
大
切
に
さ

れ
る
県
政
の
た
め
取
り
組
ん
で

い
る
上
野
英
一
へ
の
支
援
を
お
願

い
す
る
。
職
場
で
は
過
重
労
働

や
人
事
評
価
本
格
実
施
の
不
安

が
あ
る
。
職
場
実
態
を
つ
か
み

職
場
改
善
の
取
り
組
み
を
進
め

る
。
大
き
な
交
渉
課
題
は
統
一

闘
争
に
結
集
す
る
こ
と
が
需
要
。

正
規
と
と
も
に
取
り
組
む

佐  

用  

町  　
　
　
　
　

ひ
ま
わ
り
労
組  

木
南
代
議
員

　

人
勧
で
一

時
金
が
増
額

と
な
っ
た
が
、

会
計
年
度
職

員
に
は
勤
勉
手
当
が
な
い
た
め
、

私
達
の
希
望
を
阻
ん
で
い
る
。

確
定
闘
争
で
は
正
規
職
員
の
皆

さ
ん
の
力
を
貸
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
こ
の
こ
と
で
当
局
の
対

応
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
。
少

し
で
も
希
望
が
持
て
る
結
果
を

勝
ち
取
り
た
い
。

交
渉
難
航
も
上
乗
せ
を
確
認

尼
崎
競
艇  　
　
　
　
　
　

労　
　

組  

明
冨
士
代
議
員

　

春
闘
で
の
一
時
金
交
渉
。
会

計
年
度
職
員
に
移
行
し
た
た
め
、

１
年
遅
れ
の
適
応
の
た
め
、
当

局
は
０・
15
月
引
き
下
げ
回
答
。

し
か
し
売
上
は
バ
ブ
ル
期
に
近

く
、
引
き
下
げ
は
納
得
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。
最
終
、
夏・
冬

と
も
一
時
金
上
乗
せ
を
勝
ち
取
っ

れ
ま
で
組
織

統
合
論
が
国

で
繰
り
返
さ

れ
て
来
た
。

政
治
家
の
言
動
で
、
こ
れ
ま
で
の

も
の
が
簡
単
に
潰
さ
れ
る
。
組
合

と
し
て
政
治
へ
の
関
与
を
痛
感
。

引
き
続
き
国
政
へ
現
場
の
声
を

届
け
る
取
り
組
み
を
進
め
る
。

組
織
拡
大
を
実
現

社
保
労
連  

松
本
代
議
員

　

未
加
入
者

を
対
象
に
集

会
を
開
催
。

組
合
員
も
参

加
し
加
入
の
必
要
性
を
訴
え
て

12
人
加
入
。
繋
が
り
支
え
合
え

る
企
画
を
進
め
る
。
声
を
拾
い
、

仲
間
を
大
切
に
頑
張
り
た
い
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
委
員
を
務
め
る

た
。
県
本
部・

ブ
ロ
ッ
ク
の

交
渉
支
援
に

感
謝
す
る
。

慢
性
的
な
人
員
不
足
の
解
決
を

尼
崎
嘱
託  　
　
　
　
　

労　
　

組  

伊
藤
代
議
員

　

慢
性
化
し
て
い
る
学
童
保
育

の
人
員
不
足
の
中
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
夏
休
消
化
が
困
難
。

取
得
期
間
延
長
を
要
望
し
た
が

改
善
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、

今
後
に
つ
な

が
る
一
歩
と

な
っ
た
。
人

員
不
足
に
関

し
て
他
単
組
と
情
報
交
換
し
な

が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

何
か
良
い
案
が
あ
れ
ば
ア
ド
バ

イ
ス
を
。

福
祉
施
設
は
課
題
が
山
積

兵
庫
公
共  　
　
　
　

ユ
ニ
オ
ン  

谷
代
議
員

　

福
祉
施
設

は
過
去
に
な

い
窮
地
に
立

た
さ
れ
て
い

る
。
感
染
対
応
の
設
備
も
ス
キ
ル

も
少
な
い
中
、
患
者
の
介
助
を
す

る
こ
と
へ
の
不
安
や
人
員
不
足
も

深
刻
。
コ
ロ
ナ
に
よ
る
欠
員
は
、

死
活
問
題
。
処
遇
改
善
の
財
源

確
保
、
介
護
報
酬
見
直
し
な
ど

課
題
は
山
積
し
て
お
り
、
現
場
の

声
を
国
政
に
届
け
る
た
め
、
議
員

を
増
や
す
こ
と
が
重
要
。

予
定
候
補
の
当
選
め
ざ
す

加
西
市
職  

神
戸
代
議
員

　

来
年
５
月

の
加
西
市
議

選
に
組
織
内

の
深
田
照
明

さ
ん
が
立
候
補
予
定
。
各
単
組

の
支
援
・
協
力
を
お
願
い
す
る
。

西
村
和
平
市
長
は
、
ま
だ
立
候

補
表
明
を
し
て
い
な
い
が
、
こ

れ
ま
で
と
同
じ
く
支
援
を
。

松
本
さ
ん
を
市
議
会
へ

加　

東  　
　
　
　
　

市
労
連  

依
藤
代
議
員

　

10
月
23
日

投
開
票
の
加

東
市
議
選
に

松
本
み
わ
こ

さ
ん
が
立
候
補
予
定
。す
で
に
各

単
組
か
ら
推
薦
決
定
も
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
各
単
組
の
協
力
の

も
と
、
圧
倒
的
勝
利
を
め
ざ
す
。

　

大
会
で
は
欠
員
と
な
っ
て
い

た
副
委
員
長
に
、
丹
波
市
職
労

の
梅
垣
耕
平
さ
ん
を
、
神
戸
ブ

ロ
ッ
ク
選
出
の
吉
岡
正
輝
執
行

委
員
が
退
任
し
、
現
業
評
議
会

選
出
の
北
池
宏
光
執
行
委
員
が

後
任
と
な
り
、
新
た
に
現
評
選

出
の
執
行
委
員
と
し
て
神
戸
市

従
の
松
本
賀
仁
さ
ん
を
選
出
。

役
員
任
期
は
前
任
者
の
残
任
期

間
で
あ
る
来
年
の
県
本
部
大
会

ま
で
。

　

ま
た
４
月
に
管
理
職
と
な
っ

た
丹
波
篠
山
市
職
労
出
身
の
大

上
敬
之
前
副
委
員
長
と
６
月
の

中
央
委
員
会
で
退
任
し
た
県
職

労
選
出
の
井
上
敬
太
執
行
委

員
、
今
回
退
任
し
た
吉
岡
正
輝

執
行
委
員
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
た
。

報
告
、方
針
に
対
し
15
人
が
発
言

発
言
に
関
し
て
の
執
行
部
答
弁

新
た
な
役
員
を
選
出

管
理
職
の
対
応
に
苦
情
が
多
く
、

交
代
を
要
請
。
男
性・女
性
１
人

ず
つ
の
委
員
増
員
を
実
現
し
た
。

取り組みの共有で更なる組織強化へ
活動の実践を持ち寄る


